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１．はじめに
　中国語を母語とする日本語学習者と日本語で話していると，話題の転換が唐突に感じら
れたり，こちらがまだ話し終わっていないのに別の話題に切り替わったりする等，話の進
め方に違和感を覚えることがある。これは，両言語の会話スタイル（Tannen 1984）の違い
からくるコミュニケーション摩擦であると考えられるが，統語的に間違った表現を使って
いる等というわけではないため，お互いの会話スタイルが異なっていることが認識される
のは稀である。しかし，このような摩擦は，ひどい場合には「話を聞いていない」「重視さ
れていない」等相手への不信感につながってしまう可能性さえあり，軽視できない問題で
ある。また，日本語母語話者が中国語を話す場合でも，日本語の会話スタイルを維持した
ままであったならば，中国語母語話者が違和感を覚えることもあるだろう。
　本稿では，日本語と中国語の会話スタイルの差異をあきらかにするための手がかりの一
つとして，話題転換方法の違いに焦点を当て，話題開始ストラテジーの一つである談話標
識の使用という観点から，両言語の差異について述べる。実際の会話サンプルから得られ
たデータを分析することにより，実証的な結果が得られるはずである。

２．先行研究
　日本語の話題開始ストラテジーに関する研究はすでに多くなされている。中でも，話題
転換に関するストラテジーの分類にいち早く取り組んだのは，メイナード（1993），村上・
熊取谷（1995）である。しかし，分類の定義があいまいであることや，使用状況の詳細な
分析が行われていないといった問題点がある。実際の会話に基づく分析を行っている研究
には，木暮（2002），山本（2003），楊（2005），田中・崔（2014）等があり，分類方法や名
称，定義は様々であるものの，いずれも談話標識を含む話題開始ストラテジーを扱っている。
例えば，木暮（2002）は日本語母語話者及び日本語学習者が使用した話題転換を示す表現
について分析し，母語話者の話題転換表現の使用率が高いことを示した。山本（2003）は，
テレビのトーク番組を分析し，話題転換において談話標識の生起数が最も多いという結果
を報告している。
　一方，中国語に関する研究は，談話標識については概論（刘 2011，殷 2012他）や，談
話標識とその他の独立成分の弁別に取り組んだもの（张 2010），あるいは個々の談話標識
の機能や意味に関するもの（许 2008，殷 2009他）等散見されるが，話題転換に特化した
ものは管見の限りない。中国語における話題転換ストラテジーの研究はまだ進んでいない
と言える。
　前述の楊（2005）及び田中・崔（2014）は，日本語と中国語の比較研究である。田中・崔（2014）
は，楊の研究を発展させ，両言語各 24組の初対面母語会話を収集，分析した。その結果，

話題転換時における談話標識の使用に関する日中比較
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日本語会話では，談話標識と話題の強調の使用回数が中国語と比べて多く，話題のフレー
ムの提示とストラテジーの使用なしが中国語と比べて少ないことがわかり，ここでも，日
本語会話の話題転換時における談話標識の使用の重要性が示唆されている。
　このように，日本語母語会話の話題転換における談話標識の重要性を唱える研究は枚挙
にいとまがない。しかし，これらの研究では「どのような話題開始ストラテジーが使用さ
れるか」を明らかにすることに重点がおかれているため，談話標識の種類までは分析され
ていない。一口に談話標識と言っても，その表現は多様であり，実際にどのような表現が
多く使われているのかを知ることは，その結果を教育場面に応用するために不可欠である。
また，中国語母語会話の話題転換の際に用いられる談話標識の種類の調査は，極めて新規
性に富んでいると言える。

３．データの分析
3-1　会話サンプルと話題転換箇所
　分析に用いる会話サンプルは，田中・崔（2014）の調査で得られた，日本語 24本（男性
会話 12本，女性会話 12本），中国語 24本（男性会話 12本，女性会話 12本）の母語会話
である。両言語ともに，男性 12名女性 12名計 24名の協力者を募り，初対面，同性，年齢
差 10歳以上という条件のペアによる自由会話を録音した。分析には，録音音声の冒頭から
25分間を文字資料化したものと，補足資料として音声ファイルを用いた。会話参加者や会
話の収録方法の詳細については，田中・崔（2014）を参照されたい。
　話題転換箇所は，田中・崔（2014）で認定されている箇所と同様で，日本語母語会話で
は男性会話 150回，女性会話 139回，計 289回，中国語母語会話では男性会話 166回，女
性会話 136回，計 302回である（１）。これらの話題転換箇所において，新しい話題が始まる
きっかけとなった発話を新規話題導入発話と呼び，この新規話題導入発話に含まれる談話
標識について集計を行った。

3-2　談話標識の定義
　次に，本稿における談話標識の定義について考える。談話標識ということばは，日本語
研究においても，近年よく用いられている。しかし，従来の国語文法的範疇の中に含まれ
ないことばが多いこともあり，正確な分類や規定がなされていない。日本語の談話標識の
分類を試みている研究には，川森・島津（1996）があるが，分類の対象としているのはフ
ィラー等の言いよどみ表現やあいづち表現，接続表現のみである。研究によっては，文末
表現を談話標識に含んでいるものもあり，日本語における談話標識という概念はあいまい
であると言わざるを得ない。
　田中・崔（2014）では，話題開始ストラテジーとしての談話標識を「会話の展開，内容
等を示す手がかりとなる表現」としており，分類の都合上，接続詞や，「あ」や「え」など
驚きを表す間投詞を含めていない。しかし，上記の定義であれば，接続詞や驚きを表す間
投詞についても談話標識の一種類であることになる。本稿では，話題転換時に用いられる
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話題開始ストラテジーとしての談話標識の表現をより広く集めるため，接続詞や驚きを表
す間投詞を含めて，ふつう文頭に用いられて話す内容の展開に寄与する表現を談話標識と
呼ぶこととする。

3-3　分析方法
　田中・崔（2014）でも，話題開始ストラテジーの集計が行われており，日本語母語会話
では男性会話で 75回，女性会話で 50回，中国語母語会話では男性会話で 15回，女性会話
で 22回の話題転換箇所において，談話標識が使用されたと報告されている（２）。しかしこ
れは，談話標識に分類される表現が現れた場合の総数であり，しかも，同一の話題転換箇
所の新規話題導入発話であれば，談話標識が複数回用いられた場合でも１回とカウントし
ている。今回は，その他の話題開始ストラテジーとの比較ではなく，どのような談話標識
が多く用いられるのかを明らかにしたいため，実際に使用された回数をそのままカウント
する。例えば，「いやあまあ僕もやっぱりこう居合やってたんで」という新規話題導入発話
では，「いやあ」「まあ」「やっぱり」「こう」という四種類の談話標識が使用されているが，
田中・崔（2014）では，同一話題転換箇所であるためまとめて１回とカウントされていた。
しかし，今回は種類ごとにそれぞれ１回，計４回とカウントする。

４．結果と考察
4-1　談話標識の種類と実際の使用回数
　集計の結果，日本語で 33種類，中国語で 28種類の談話標識の使用が見られた。

表１　使用された談話標識の種類
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　表１は話題転換の際に用いられた両言語の談話標識の種類である。談話標識としてどの
ような語が用いられているのかを把握するため，便宜的に品詞によって区分している。また，
中国語には筆者による日本語訳（間投詞は翻訳が難しいため中国語の発音記号であるピン
イン）をつけた。品詞としては，日中両言語とも，代詞（３），接続詞（４），副詞，間投詞の他，
連語や複合語に分類されるものが使用されている。
　表２と表３は，両言語の会話サンプルにおいて，会話参加者が実際に使用した回数をま
とめたものである（５）。括弧内の数字は，性別・年齢によって区分したグループごとの話題
転換数における割合を表している。日本語母語会話では，男性年長者では「あの」14回，「い
や」11回，「で」９回，男性年少者では「あの」８回，「その」６回，「やはり」６回の順
に多かった。女性は，年長者では「あの」と「でも」がそれぞれ 20回と 16回で特に多く，
年少者では「あの」「なんか」「やはり」がともに５回で最も多かった。全体では，「あの」
47回，「なんか」22回，「で」20回という順に多いという結果となった。

表２　日本語の談話標識の使用回数（回，括弧内は％）
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　また，全体の計を見ると，談話標識は全部で 266回使用されており，延べ回数で見ると
全話題転換数 289回の 92.04％で談話標識が使用されていることになる。

表３　中国語の談話標識の種類と使用回数（回，括弧内は％）

　一方中国語では，男性年長者・男性年少者・女性年長者で接続詞の「那」が最も多く，
女性年少者ではフィラーである「那个那个」と驚きを表す間投詞「哦」が多いという結果とな
った。全体では「那」38回，「那个那个」12回，「哦」５回という結果となり，「那」の使用
が圧倒的に多いことがわかる。また，全体の計は 105回で，延べ回数の割合は全話題転換
302回の 34.77％であり，日本語の 92.04％と比較するとかなり低い。
　しかし，表１及び表２の数字は，それぞれの会話参加者が実際に発した談話標識の数を
カウントしたものであり，それぞれの話題転換数が異なるため比較がしにくい。そこで，
得られた数字から自らの話題転換 10回あたりの使用回数を求めた。それをまとめたものが
表４，表５である。

4-2　日本語母語会話における談話標識の使用傾向
　表４の平均値を見ると，日本語話者の場合，男性年長者では「あの」1.51回，「いや」1.17回，
「えー」0.81回，男性年少者では「あの」1.57回，「やはり」1.21回，「でも」1.12回の順に
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多かった。女性年長者でも，やはり「あの」が最も多く 1.78回，続いて「でも」1.43回，
「じゃあ」0.72回であった。以上３グループにおいては「あの」が第一位であったのに対し，
女性年少者は，「なんか」2.71回，「あの」2.14回，「やはり」1.81回となり，「なんか」が
最も多くなっている。全体では，「あの」1.75回，「なんか」1.21回，「やはり」0.92回，「で
も」0.86回，「その」0.60回の順に多いという結果となった。

表４　話題転換 10回あたりの談話標識の使用回数（日本語）（回）

　日本語では，性別や年齢に関わらず，会話の流れを大きく左右する接続詞等の使用は少
なく，「あの」や「なんか」といったフィラーや婉曲表現が用いられることが多くなっている。
男性年少者や女性年長者による使用が多い接続詞「でも」についても，話題転換箇所で使
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用されているということは，本来の逆接の意味を表すものではなく，岩澤（1985）のいう「転
換」に分類されるものということになろう。
　また，談話標識全体の平均値を見ると，男性年長者 9.27回，女性年長者 8.59回，年少者
に至っては，男性 10.81回，女性 10.58回となっており，回数だけでみると，話題転換の際
には何らかの談話標識を使っているという計算になり，日本語母語話者の談話標識の使用
の多さが見て取れる。

4-3　中国語母語会話における談話標識の使用傾向

表５　話題転換 10回あたりの談話標識の使用回数（中国語）（回）

　次に中国語を見る。表５を見ると，男性年長者では「那」1.56回，「那个那个」0.27回，「哎」
0.16回，男性年少者では「然后然后」1.00回，「怎么说怎么说」0.83回，「嗯」0.72回，女性年長者では「那」
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1.76回，「那么那么」0.29回，「那个那个」0.27回，女性年少者では「哦」1.17回，「那个那个」0.97回，「其

实」0.69回の順に多く，全体では，「那」0.98回，「那个那个」0.38回，「哦」0.31回となってい
る。年長者では「那」が飛び抜けて多く，その他の表現は少数に留まっているが，年少者
では頷きの表現である「嗯」や「哦」の使用，あるいは言いよどみを表す「怎么说怎么说」「那个那个」，
説明を加える「然后然后」「其实其实」等の表現が多くなっている。これは接続詞としての「那」を
文頭に伴う発話がしばしば質問文であることと関係しているように思われる。つまり，「那」
は「相手に発話を要求する」表現であり，話題を変えつつさらに相手に発話を求めるとい
うダイナミックな発話は，年少者から出にくかったのではないだろうか。実際に，「那」を
用いた新規話題導入発話を見ると，38回中 32回が相手に質問する形の発話となっている。
一方，「然后然后」や「其实其实」を用いた発話８回のうち，相手への質問は１回で，その他の発話
はすべて自分の考え等を叙述するものある。新規話題導入発話における談話標識の選択が，
会話相手に対する接し方に関連しているということを表しており，大変興味深い。
　なお，表５の談話標識全体の使用回数を見ると，男性年長者 2.66回，男性年少者 4.83回，
女性年長者 4.01回，女性年少者 4.53回となっており，男性年長者で使用が特に少ない以外
は，特段の差はないようである。田中・崔（2014）においても，日本語は中国語と比べて
談話標識と話題の強調の使用回数が多いことが指摘されているが，本稿の結果においても，
中国語会話では，日本語会話と比べて，談話標識の使用が極めて少ないことがわかる。

4-4　談話標識の使用人数
　ここまで表４，表５の平均値によって考察を進めてきたが，各表の中央値や標準偏差を
見ると，談話標識の使用は個人差が大きいことがわかる。日本語は，「あの」「でも」「やはり」
「なんか」以外の談話標識の中央値は０回であるし，中国語に至っては，「那」以外の中央
値は全て０回である。そこで，各談話標識の使用人数について調べた。表６は日本語会話，
表７は中国語会話についてまとめたものである。
　その結果，日本語会話では「あの」（17名），「でも」（13名），「なんか」（13名），「やは
り」（12名）の４つの談話標識について，半数以上の会話参加者による使用があったのに
対し，中国語会話で半数を超えたのは「那」（13名）のみであった。中国語の次点は「那个那个」
であるが，使用人数は７名と，全体の３分の１にも及ばない。使用された談話標識の種類
としては，日本語のほうが５種類多いものの，大差はないように思われたが，大多数が用
いる一般的な談話標識は，中国語では「那」のみということとなり，この点からも中国語
において話題転換時の談話標識の使用が少ない理由が見えてきそうである。
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表６　日本語の各談話標識の使用人数（人）　　表７　中国語の各談話標識の使用人数（人）

５．まとめ
　本稿では，日本語母語会話及び中国語母語会話の新規話題導入発話で用いられる談話標
識についてその使用傾向を集計，分析した。
　日本語母語会話では 33種類，中国語母語会話では 28種類の談話標識が用いられ，品詞
としては，両言語とも，代詞，接続詞，副詞，間投詞の他，連語や複合語に分類されるも
のが使用されていた。
　日本語母語会話において使用回数が多いものは，「あの」，「なんか」，「やはり」，「でも」，
「その」で，性別や年齢に関わらず，会話の流れを大きく左右する接続詞等の使用は少なく，
フィラーや婉曲表現が用いられることが多くなっている。また，使用人数についても，「あ
の」，「でも」，「なんか」，「やはり」の４つの談話標識について，半数以上の会話参加者に
よる使用があった。
　一方，中国語母語会話では，年長者では「那」が圧倒的に多く，その他の表現の使用は
少ないが，年少者では頷きや言いよどみを表す表現，説明を加える表現が多く使用されて
いた。使用人数で全会話参加者の半数を超えたのは「那」のみであるため，中国語の話題
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転換の際に一般的に使用される談話標識は「那」であると考えられる。
　このように，話題転換の際に一般的に用いられる談話標識は，日本語のほうが種類とし
ても回数としても多いという結果となった。さらに，日本語で多く用いられる談話標識に
はフィラーや婉曲表現が多いのに対し，中国語で多く用いられる「那」は接続詞であり，
会話の流れに大きく関わるものであった。
　なお「那」に関しては，会話の流れに大きく関わるという機能により年少者による使用
が制限されているようである。村上・熊取谷（1995）で報告されているように，話題開始
ストラテジーの使用と隣接する話題の内容的な関連性には関連があると考えられるため，
今後は，話題の関連性や新規話題導入発話全体の機能（相手に対する質問であるのか，自
己の状況の説明であるのか，等）との関連についても研究の必要があるだろう。
　また，今回の会話サンプルは会話ペアに年齢差があったことから，日本語母語会話にお
いても中国語母語会話においても，年少者からの話題転換が非常に少なく，量的に十分な
データであるとは言い難い。さらに，West & Garcia（1988）他で指摘されているように，
会話の相手が誰であるかによって話し方は異なってくると考えられるため，年齢差等の条
件を変えた会話サンプルをさらに収集し，日本語と中国語の話題転換方法についてさらに
研究を続けていきたい。

注釈
（１）田中・崔（2014）p54

（２）田中・崔（2014）p56

（３）日本語と中国語では品詞区分が異なるため，日本語にはない「代詞」という区分を設
けた。日本語では，代名詞「こ」「そ」「あ」が活用された連体詞や副詞及び形容動詞，疑
問代名詞「なに」を「代詞」に分類している。
（４）中国語の「那」「那么」は，本来は代詞に分類される語であるが，今回は主に発話の
冒頭に用いられるものを対象としているため，機能の面から接続詞として分類した。
（５）「あのー」や「やっぱり」のように長音化や促音化するもの等もそれぞれ含む。
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